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代名詞の指示語の理解と読みの力に関する一研究
1 .はじめに
テキストは、バラバラなセンテンスの集合体ではない。
個々のセンテンスが、相互に関連し合い、影響を与えな
がら、その内容は構成されている。単語も、一般的には、
センテンスの中で、 「機能」と「意味j が定まるが、さ
らに、テキストの中において使われることによって、は
じめて具体的意味内容が明確化するものも多い。たとえ
ば、
Have you ever seen the Shakespeare's play? 
1 play soccer after school every day. 
の2つのセンテンス中のplayは意味も機能も違う。
また、 thing，something， do， there， so， he， she etc. 
の単語の異体的意味は前後のセンテンスがなければわか
らないし、当然、これらの単語を含むセンテンス全体の
意味も、文脈に依存することになる。
このように、テキストとは、単語またセンテンスから
成り立つ有機的集合体である、と言えるかもしれない。
また個々のセンテンス毎の、バラバラな理解がそのま
まテキスト全体の理解につながらないことは、よく指摘
を受けるところである。このような時に、前後の文脈の
中でセンテンスの意味を捉え直すように、と指導するこ
とになる。一つのセンテンスの意味が言えても、そのセ
ンテンスが何を言おうとしているのかわからない生徒も
多い。
個々のセンテンスの構造を伝統文法は実によく研究解
明しており、学校で英語を学ぶ生徒にとって、また教え
る教師にとっても、その基本的知識はなくてはならない
ものである。オーラルコミュニケーション重視の中に
あっても、英語を第2言語として学ぶものにとって、伝
統文法の基本的知識が必須であることは変わりないと思
う。ただセンテンスレベルの理解を超えて、ある程度の
長さをもったテキストを、読み、理解するためには、テ
キスト全体を対象にした文法現象を学ぶ必要がある。そ
のようなわけで、テキスト全体を把握するための談話文
法の指導が英語教育の中で、昨今注目されてきているわ
けである。
高校英語になると教科書で取り上げる題材のテキスト
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の長さが、中学時に比べてかなり増える。特にリーディ
ングの授業ではかなりまとまった量と内容を持つ文章を
扱うこととなる。読みの指導を展開していく上で、談話
文法の指導として、代名詞や代用、省略、接続認といっ
た談話現象や、またノfラグラフの構成などの談話構造に
注意を払った指導をしていく必要が痛感される。平成8
年度の本校の英語入試問題の分野別の正解率を計算する
と、 1)スニングが 84.5 %、文法・構文が 63.5 %で
あるのに対して、リーディング問題では 22 . 0 %で
あった。出題した文章の語嚢レベルは 500語程度で、
きわめて平易な英語であるが、文章全体の長さが 600
語以上あり、内容を読み取ることが思難だったためか、
あるいは途中で読むこと自体を諦めたために、このよう
な低い正解率になったと思われる。何れにしても、長い
英語の文章を読むことにあまり慣れていない生徒が多い、
という実態が浮かび上がった。
Halliday and Hasan(1976)によると、センテンスと
センテンスのつながり(結束性-cohesion)に影響を
持ち、テキスト全体に意味的なまとまりを与えるものと
して、接続詞、代名詞、代用、省略etc.を挙げている。
このような要素の働きを十分に理解していないと文章の
流れについていくことができずに、内容理解も困難にな
ると思われる。
本研究では、最初にテスト Iを実施し、生徒が代名認、
省略語をどの程度正しく理解しているかを測定した。次
に、テスト Eではテスト Iと同じ生徒に英文をいくつか
読んでもらい、内容理解の力を測定し、テスト Iで得ら
れた結果と有意な相関があるかどうかを検定した。
2.テスト I
目的
与えられた英文に出現する代名詞の指示語を正しく把
握しているかどうか、また省略されている語は何かを理
解できているかどうか、さらに英文の流れを見失わない
で内容の持つ面白みを的確に理解しているかどうかを測
定する。
被検者
本校の高校 i年生、 2クラス、計 77名の生徒。
材料と手JI員
関隆堂の平成 2年度版英語 I教科書のEnglishNow 
iから採った iA Horror Story Jを読材料に用いた。
(本校では現在この教科書は使用していない。)問い i
(全部で 16問)は代名詞の指示語を問う問題、問い 2
(全部で3問)は省略語を答えさせる問題、間い 3は文
章を的確に読み、内容理解ができているかどうかを問う
問題として加えた。未習の単語には訳語をつけた。実際
のテストは資料として末尾に載せてある。
英語 Iの時間を利用して実施し、制限時間は 30分と
した。
結果と分析
問い 3までの全 20問に通し番号をつけ、それぞれの
正解数と誤答傾向を分析した。生徒 77名の各小問に対
する正解の合計と正解率を表 1に示す。
i問から 16問は代名詞の指示語を問う問題、 1 7問
から 19間は省略語を答える問題、 20間は英文全体の
代名詞、省略語を理解した上で、その流れを把握してい
ないと答えられない問題である。
<代名詞の指示語の理解>
i問から 16問(間い 1)を正解率に応じて、便宜的
に3群に分けた。正解率が高かったのはし 2， 5， 6， 
7， 8， 9， 12の各問のグループであった。特に i問
はほとんど全員が正解している。正解率が中ぐらいのグ
ループに入るのは 3，4， 10， 11， 13， 14の各
問である。このグループの誤答の傾向を見ていくと、 3
問(It)ではtheroadやthegraveyardが多く、 4問(them)
では、 Benand Bobとするものや、複数のものを指し
ているはずであるのに、Ben，Bob， a bag， the graveyard 
など、様々な誤答があった。 10筒(he)， 1 1問(he)
についてはvamplreとするものが多かった。 13間(1'hey)
についてはBenand Bobという誤答が多い。確かに実
際にピーナツを数えているのはBenとBobに違いないの
であるが、この代名認が指しているのはtwovamplres 
である。 14問(him)ではthepolicemanとする答えが
多かった。正解率が最も低いグループlこ入ったのは 15 
問(they)， 1 6問(they)である。他と比べて正解率が
格段に低くなっていることから、このtheyの指示して
いる語(匂)は生徒にとって最もわかりにくいものだっ
たことがわかる。誤答としてはBenand Bobとするも
のが大部分だったが、 twovampiresとするものも少数
ながらいた。以上の誤答を分析すると、一般的に、機械
的に近くにある語を答えとしてしまう傾向が窺われる。
すなわち代名詞がそのすぐ近くの語を指している場合は
よいが、離れている場合や、文脈で判断する必要がある
場合は理解が難しくなり、誤答が増える。特に 15問，
1 6間についてはこのことがあてはまる。この再開に至
るまでにtheyは何度か現れて、 Benand Bobやtwo
vamplresの意味で使われており、さらに、ここではthe
policemanとthesmall boyを指すtheyとなるのである。
前の文の1'hepoliceman laughed but came along with 
him to have a look.の中のhim( 1 4問)と、警宮と
少年2人でやってきたという、文の意味が分かっていな
いと答えられない問題である。 9問(he)， 1 0問(he)，
1 1問(he)は何れも正答はasmall boyで、あるが、代名
詞との距離が離れるに従って次第に正解率が低くなって
いくのが興味深い。
<省略されている語の理解>
1 7間から 19問(問いのは省略されている語が何
かを問う問題であるが、正解率は代名詞の指示語の理解
に比べても著しく低い。この問題がわからないと本文の
内容理解ができないし、面白味もわからないであろう。
第 20問呂の間いにも答えられないはずである。誤答で
特に多かったというものはなく実に様々で、わからずに
空欄のまま提出した生徒もかなりいた。英語の文章を読
み進めていく上で必要な省略語の理解がかなり不足して
いることがわかった。前後関係で意味の分かる語は省略
して、繰り返さないという、いわゆる言語の経済法員IJと
呼ばれるものは、英語にもあるわけで、何が省略されて
いるかわからないと、文章全体の内容の理解が困難にな
るのはむしろ当然と言える。
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<英文全体の理解>
2 0問(問い 3)に正しく答えるには代名詞の指示語
を理解するとともに、英文の流れを見失わずに読み進め
ること、特に、問い 2のtwoの後に省略されている語を
的確につかむ必要がある。 BenとBobとの会話の中で使
われているtwoの意味しているもの(2つのpeanuts)と、
その会話を立ち聞きしている警官と少年が誤解してし
まったtwoの意味(自分たち 2人)の違いを理解しないと
答えられない問題である。
7 7名中、適切な答えを書いた生徒はわずか 4名で
あった。この間いは問しリ、問い 2の理解、特に問い 2
の理解を前提としており、生徒にとってきわめて難しい
問題であることがわかる。誤答としてはtheyの指示し
ているものを取り違えたもの、すなわちBenとBobが逃
げたとしてしまったものや、あるいは単に吸血鬼が出た
とか、怖かったためとしか書いておらず、 twopeanuts 
と少年と警宮 2人の関係についてわかっていないものな
どである。解答欄が空白のものもかなり多かった。代名
認の指示語や省略語の理解が不十分なため、正解に至る
生徒がlまとんどいないという結果になったものと考えら
れる。
この問題に正しく答えられないならば、この物語のお
もしろみを理解しているとは言えないであろう。代名詞
や省略語の理解が深く読解に関わっていることを示唆し
ていると言えよう。
3. テスト宜
目的
生徒に英語の文章をいくつか読ませ、 Trueor False 
(TF)形式の設問への答えを求めて、生徒の読解の力を
示すものとして得点化した。そして、この結果とテスト
Iの結果との相関を見ることにした。
被検者
本校の高校 l年生、テスト Iを実施したのと同じ 2ク
ラス、計77名の生徒。
材料と手順
L. A. Hillシリー ズ、からIntroductorySteps to Under -
standing(750 -headword level)， Elementary Steps to 
U nderstanding( 1000嶋 headwordlevel)， Intermediate 
Steps to Understanding(l500 -headword level)の 3
冊から 2つずつ英文を選び、計 6つの英文を出題した。
各英文について、 TF Question 6つに答えるように求
めた。 Questionを一部変えたものもある。意味をとる
のが難しいと思われる単語には訳を付けた(各文1， 2 
語程度)。
英語 Iの時間を利用して実施し、制眼時間は 35分と
した。
結果と分析
与えたタスクが果たして読解の力をどの程度正確に測
定できるのか、単一のタスクで十分なのかどうか、また
そもそも読解力とは何か、と問題を投げかけても、そう
簡単に答えられるものではない。また読材料の種類に
よっても読みの速さや内容理解の程度は大きく変わり得
る。
読解力を測定するタスクとしては、 TFの他、英文和
訳、 Q&A、穴埋め問題、内容要約問題、ク口一ズテス
ト、文の並べ替えや、筆者がテスト Iの問い 3に出題し
たような理由を説明させる問題など、様々な形式がある。
今回のテスト EではTFによって得点化した数値を、生
徒の読解力を示すーっの指標として用いたということで
ある。
<英文男1]の正解率>
Sつの英文にそれぞれ 6つのTFがあるので、全部で
3 6個のTFに答えることになる。表 2に77名の英文
男1]の正解総数と正解率を載せた。 head凶 wordlevelは英
文 1， 2が 750、英文 3， 4が 1000、英文 5， 6 
が 1500である。 head-word levelが上がるにつれて
正解率が下がる結果とはなっていない。読材料の難しさ
は語嚢も一つの要因であろうが、内容によって大きく左
右されるものと考えられる。
<相関係数の計算>
テスト I、テスト Eの両方のテストとも受験した生徒
数は 76名であった。これらの個々の生徒について、そ
れぞれ、テスト Hにおける正解数(満点は 36点とな
る)と、テスト Iにおける代名認の指示語を答えさせる
問題(問~) 1、すなわち iから 16問)への正解数(満
点は 16点になる)を求め、 76組のデータを使って、
「?? ?
両者の相r)!Jj系数を算出した。
計算の結果得られたピアソンの相関係数はど=0.607，
df=74 となり、 1%水準で有意な相関があることがわ
かった。
テスト Iの結果から予測できたように、代名詞の指示
語の理解と読解の力とは密接に関係していることが本研
究の検定結果からも裏付けられた。
4. Reading指導への視点
英語では代名詞が多用される。個々の代名詞が何を指
しているかを理解しながら読み進むことは、読解の過程
において欠かすことができない(実際には、その過程は、
ほとんど無意識化したものだろうが)。テスト Iの結果、
生徒が持っている、代名詞の指示語や省略語の理解はか
なり不十分なものであることがわかった。機械的に、代
名詞の近くにある語(匂)を指示しているとしたり、複
数のものを指す代名詞なのに、単数の語(匂)を指して
いると考えたりしている。こうした不十分な理解が、文
章を読んで、その内容を捉えていく上での大きな妨げに
なっていると考えられる。テスト Eで測定した生徒の読
みの力が、代名認の指示語の理解と高い相関関係にある
ことがこのことを示している。代名詞の指示語をよく理
解できていない生徒は、文章の内容を読み取るカに弱い
のである。英語の代名詞や代用語、省略、接続認、冠認
といった談話現象や、さらには談話構造をReadingの
授業の中で意識的に取り上げ、指導していくことが、生
徒の読解力を高めるためには不可欠であると思う。
5. まとめ
テスト Iでは生徒が代名詞の指示詰や省略語をどのよ
うに理解しているかを分析検討し、得点化した。テスト
Eでは同じ生徒に読解テストを実施し、テスト Iの代名
詞の理解度との相関を求めた。両者間には高い相関があ
り、代名詞の指示語の理解と読解の力とが密接に関連し
ていることの統計的裏付けが得られた。
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芳三5言吾三尾プコラニコぇト
次の英文を読んで、問いに答えなさい。
It was late at night. Ben and Bob came out of a bar. As由主主wentsinging past the 
graveyard，由主主 founda bag lying on the road. 1主wasfull of peanuts. Ben said， "Let' s 
divide出金型up.“
“All right，" said Bob. 
Ben picked up the bag and was going into the graveyard. Then h全dropped国立by
the gate. “主ou'vedropped two，" said Bob. “笠ぎ1come back for出金皇室 later，"said 
Ben. 主heywent in， and started counting out the peanuts. 
A little later， a small boy came running along the road. 立金 hadjust seen a horror 
movie， and his head was full of vampires and dead bodies. As h金 C釘nenear the 
graveyard， he heard a voice saying，“One for you， and one for me. 
The boy turned and ran. 互主founda policeman and said， "There are two vampires in 
the graveyard. 主heyare counting out dead bodies." The policeman laughed but came 
along with hi旦 tohave a look. 
By the time住金主 gotto the graveyard， Ben and Bob had finished counting. The boy 
and the policeman heard a voice say ; "And don't forget the主woby the gate.刀
And出室主bothran. 
graveyard 墓場3 divide 分ける F vamplre 吸血鬼
間い 1.
下線部 (1'"16)の代名詞の指している語(匂)を文中から探し、解答棋に書きなさい。
く例.>次の英文の中で、下線部の代名詞はいずれも JohnSmith を指しています。
John Smith lives in New York City. H豆likesjogging and he thinks that jogging is 
good for hi盟・ 80 he jogs two times a week. 
問い2.
下線部 (a~c) の後に省略されている語を文中から探し、解答欄に書きなさい。
間い3.
最後の文が And they both ran. となっているが、どうしてこのような反応を示した
のか、その理由を本文に即して説明しなさい。
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